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第
七
条
中
「
経
済
産
業
省
令
」
を
「
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
」
に
、「
経
済
産
業
大
臣
」
を
「
原
子
力
規
制
委
員

会
」
に
改
め
、
同
条
を
第
八
条
と
す
る
。

第
六
条
第
二
項
中
「
経
済
産
業
省
令
」
を
「
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
」
に
改
め
、
同
条
を
第
七
条
と
す
る
。

第
五
条
を
第
六
条
と
す
る
。

第
四
条
中
「
経
済
産
業
省
令
」
を
「
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
」
に
改
め
、「
、
そ
の
工
場
又
は
事
業
所
の
所
在
地

を
管
轄
す
る
経
済
産
業
局
長
を
経
由
し
て
」
を
削
り
、「
経
済
産
業
大
臣
」
を
「
原
子
力
規
制
委
員
会
」
に
改
め
、
同

条
を
第
五
条
と
す
る
。

第
三
条
第
二
項
中
「
経
済
産
業
省
令
」
を
「
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
」
に
改
め
、「
、
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る

工
場
又
は
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
経
済
産
業
局
長
を
経
由
し
て
」
を
削
り
、
同
条
を
第
四
条
と
す
る
。

第
一
章
中
第
二
条
を
第
三
条
と
す
る
。

第
一
条
中
「
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
第
五
十
四
条
第
二
号
を
除
き
、

以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
二
条
第
五
項
」
を
「
法
第
二
条
第
六
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
条
と
し
、
同
条
の
前
に

次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
研
究
開
発
段
階
に
あ
る
原
子
炉
）

第
一
条

核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
第
五
十
四
条
第
二
号
を
除
き
、
以
下

「
法
」
と
い
う
。）第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
原
子
炉
は
、
発
電
の
用
に
供
す
る
原
子
炉
で
あ
つ

て
次
に
掲
げ
る
も
の
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

一

高
速
増
殖
炉
（
独
立
行
政
法
人
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
五
十
五
号
）
第
二

条
第
五
項
に
規
定
す
る
高
速
増
殖
炉
を
い
う
。）

二

重
水
減
速
沸
騰
軽
水
冷
却
型
原
子
炉
（
減
速
材
と
し
て
重
水
を
、
冷
却
材
と
し
て
沸
騰
軽
水
を
そ
れ
ぞ
れ
使

用
す
る
原
子
炉
を
い
う
。）

第
十
三
条
第
二
項
中
「
国
土
交
通
省
令
」
を
「
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
中
「
主
務
省
令
」
を
「
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
」
に
、「
主
務
大
臣
」
を
「
原
子
力
規
制
委
員
会
」
に

改
め
る
。

第
十
五
条
中
「
国
土
交
通
省
令
」
を
「
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
」
に
、「
国
土
交
通
大
臣
」
を
「
原
子
力
規
制
委

員
会
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
中
「
主
務
省
令
」
を
「
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
第
一
項
中
「
主
務
省
令
」
を
「
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
」
に
、「
主
務
大
臣
」
を
「
原
子
力
規
制
委
員

会
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
国
土
交
通
省
令
」
を
「
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
」
に
、「
国
土
交
通
大
臣
」を「
原

子
力
規
制
委
員
会
」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
中
「
第
十
条
の
」
を
「
第
十
一
条
の
」
に
、「
第
十
条
第
二
号
」
を
「
第
十
一
条
第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
四
章
中
「
経
済
産
業
省
令
」
を
「
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
」
に
、「
経
済
産
業
大
臣
」
を
「
原
子
力
規
制
委
員

会
」
に
改
め
る
。

第
五
章
（
第
五
十
七
条
を
除
く
。）中
「
文
部
科
学
省
令
」
を
「
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
」に
、「
文
部
科
学
大
臣
」

を
「
原
子
力
規
制
委
員
会
」
に
改
め
る
。

第
四
十
八
条
の
表
第
一
号
中
「
主
務
省
令
」
を
「
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
」
に
改
め
る
。

第
六
十
条
第
一
項
中
「
文
部
科
学
省
の
原
子
力
施
設
検
査
官
の
定
数
は
十
九
人
と
し
、
経
済
産
業
省
の
」を
削
り
、

「
五
十
七
人
」
を
「
七
十
六
人
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
文
部
科
学
省
の
原
子
力
保
安
検
査
官
の
定
数
は
五
十

九
人
と
し
、
経
済
産
業
省
の
」
を
削
り
、「
百
六
十
三
人
」
を
「
二
百
二
十
二
人
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
文
部

科
学
省
の
核
物
質
防
護
検
査
官
の
定
数
は
十
五
人
と
し
、
経
済
産
業
省
の
」
を
削
り
、「
二
十
五
人
」
を
「
四
十
人
」

に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
文
部
科
学
省
の
原
子
力
施
設
検
査
官
は
原
子
炉
施
設
又
は
使
用
施
設
等
の
構
造
、
性
能

及
び
保
安
に
つ
い
て
、
経
済
産
業
省
の
」
を
削
り
、「
又
は
廃
棄
物
管
理
施
設
」
を
「
、
廃
棄
物
管
理
施
設
又
は
使
用

施
設
等
」
に
改
め
、「
そ
れ
ぞ
れ
」
を
削
り
、
同
条
第
五
項
中
「
文
部
科
学
省
の
原
子
力
保
安
検
査
官
は
原
子
炉
設
置

者
又
は
使
用
者
が
講
ず
べ
き
保
安
の
た
め
に
必
要
な
措
置
（
保
安
教
育
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）並

び
に
原
子
炉
施
設
又
は
使
用
施
設
等
の
構
造
及
び
性
能
に
つ
い
て
、
経
済
産
業
省
の
」
を
削
り
、「
又
は
廃
棄
事
業
者

が
講
ず
べ
き
保
安
の
た
め
に
必
要
な
措
置
」
を
「
、
廃
棄
事
業
者
又
は
使
用
者
が
講
ず
べ
き
保
安
の
た
め
に
必
要
な

措
置
（
保
安
教
育
を
含
む
。）」
に
、「
又
は
廃
棄
物
管
理
施
設
」
を
「
、
廃
棄
物
管
理
施
設
又
は
使
用
施
設
等
」
に
改

め
、「
そ
れ
ぞ
れ
」
を
削
り
、
同
条
第
六
項
中
「
文
部
科
学
省
の
核
物
質
防
護
検
査
官
は
原
子
炉
設
置
者
又
は
使
用
者

が
講
ず
べ
き
特
定
核
燃
料
物
質
の
防
護
の
た
め
に
必
要
な
措
置
に
つ
い
て
、
経
済
産
業
省
の
」
を
削
り
、「
又
は
廃
棄

事
業
者
」
を
「
、
廃
棄
事
業
者
又
は
使
用
者
」
に
改
め
、「
そ
れ
ぞ
れ
」
を
削
る
。

第
六
十
二
条
第
一
項
中
「
第
七
十
一
条
第
六
項
」
を
「
第
七
十
一
条
第
八
項
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
法
第

二
十
三
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
原
子
炉
で
あ
つ
て
発
電
の
用
に
供
す
る
も
の
」
を
「
発
電
用
原
子
炉
以
外
の
原

子
炉
（
船
舶
に
設
置
す
る
原
子
炉
を
除
く
。）」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
法
第
二
十
三
条
第
一
項
第
四
号
又
は
第

五
号
に
掲
げ
る
原
子
炉
で
あ
つ
て
船
舶
に
設
置
す
る
も
の
」
を
「
発
電
用
原
子
炉
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
実

用
発
電
用
原
子
炉
若
し
く
は
法
第
二
十
三
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
」
を
「
船
舶
に
設
置
す
る
」
に
改
め
、「
実
用

舶
用
原
子
炉
に
係
る
原
子
炉
設
置
者
若
し
く
は
」
を
削
り
、
同
項
第
八
号
中
「
第
四
十
三
条
」
を
「
第
六
十
一
条
の

三
第
一
項
」
に
、「
命
令
」
を
「
許
可
（
国
際
規
制
物
資
で
あ
る
核
原
料
物
質
に
係
る
も
の
に
限
る
。）」
に
改
め
、
同

号
を
同
項
第
十
号
と
し
、
同
項
第
七
号
を
同
項
第
九
号
と
し
、
同
項
第
六
号
中
「
第
四
十
三
条
の
三
の
二
第
三
項
」

の
下
に
「
若
し
く
は
第
五
十
七
条
の
六
第
三
項
」
を
、「
第
四
十
三
条
の
三
の
三
第
四
項
」
の
下
に
「
若
し
く
は
第
五

十
七
条
の
七
第
四
項
」
を
加
え
、「
経
済
産
業
大
臣
又
は
国
土
交
通
大
臣
が
行
う
」
を
「
法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
第

三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
六
第
八
項
又
は
法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法

第
十
二
条
の
七
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
確
認
に
あ
つ
て
は
、
発
電
用
原
子
炉
以
外
の
原
子
炉
に
係
る
」
に
改
め
、
同

号
を
同
項
第
八
号
と
し
、
同
項
第
五
号
中
「
第
二
十
二
条
の
八
第
三
項
」
の
下
に
「
、
第
四
十
三
条
の
三
の
二
第
三

項
」
を
、「
第
二
十
二
条
の
九
第
五
項
」
の
下
に
「
、
第
四
十
三
条
の
三
の
三
第
四
項
」
を
、「
確
認
」
の
下
に「（
法
第

四
十
三
条
の
三
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
六
第
八
項
又
は
法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
第
四
項

に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
七
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
確
認
に
あ
つ
て
は
、
発
電
用
原
子
炉
に
係
る
も
の
に

限
る
。）」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
七
号
と
し
、
同
項
第
四
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

五

法
第
五
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

六

法
第
六
十
一
条
の
五
又
は
第
六
十
一
条
の
九
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
（
国
際
規

制
物
資
で
あ
る
核
原
料
物
質
に
係
る
も
の
に
限
る
。）の
受
理

政
令
第
二
百
三
十
五
号

原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
四
十
七
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
関
係
法
律
の

規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
輸
出
貿
易
管
理
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

輸
出
貿
易
管
理
令
（
昭
和
二
十
四
年
政
令
第
三
百
七
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
二
の
二
〇
の
項
中
「
第
二
条
第
八
項
」
を
「
第
二
条
第
九
項
」
に
改
め
る
。

（
有
線
電
気
通
信
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

有
線
電
気
通
信
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
百
三
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
表
中
「
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
経
済
産
業
省
令
」
を
「
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
く
主
務
省
令
」
に
、「
経
済
産
業
大
臣
」
を
「
同
法
第
百
十
三
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
主
務
大
臣
」
に
改
め

る
。

（
原
子
力
委
員
会
及
び
原
子
力
安
全
委
員
会
設
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

原
子
力
委
員
会
及
び
原
子
力
安
全
委
員
会
設
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

原
子
力
委
員
会
設
置
法
施
行
令

目
次
、
第
一
章
の
章
名
及
び
第
二
章
を
削
る
。

（
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
三
百
二

十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
一
条
・
第
二
条
」
を
「
第
一
条
e

第
三
条
」
に
、「
第
三
条
e

第
十
条
」
を
「
第
四
条
e

第
十
一
条
」

に
、「
第
十
一
条
」
を
「
第
十
二
条
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
を
削
る
。

第
十
一
条
第
二
項
中
「
主
務
省
令
」
を
「
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
二
条
と
す
る
。

第
二
章
中
第
十
条
を
第
十
一
条
と
し
、
第
九
条
を
第
十
条
と
す
る
。

第
八
条
中
「
経
済
産
業
省
令
」
を
「
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
」
に
改
め
、
同
条
を
第
九
条
と
す
る
。
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